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mini・mini 水族館では、大き

な水槽では見つけにくい小さ

な生き物をクローズアップし

て見せる特別水槽を作りまし

た。

今回初めて展示したのは、ウ

ミサボテンの仲間です。サン

ゴやイソギンチャクと同じ刺

胞動物で、大阪湾の南部、水

深 60ｍほどの海底で底曳き網

にかかったものです。ウミサ

ボテンの仲間は、日中は砂の

中にかくれていますが、夜に

なると体の大部分を水中に出

してサボテンのように砂から

立ち上がります。この時、イ

ソギンチャクに似たポリプを

体全体から出して、流れてく

るプランクトンを食べます。

この様子は、水槽でも写真１

のように見ることができます。

しかし、日中にポリプが開く

ことが少なく、やはり夜が多

い様です。日中は写真２のよ

うにポリプを体の中にひっこ

めて、ゴロンと砂の上に横た

わっていることが多いので、

ナマコと間違わないで下さい

ね。
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